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QRコードを読み取って無料ダウンロード。
1課分の学習体験が可能です。
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アプリ＆学習管理画面システムでできること

学習データ

2

PCの学習管理画面

・学習内容・学習時間

・習熟度・苦手項目

・モチベーション把握コンテンツ

・介護技能・介護日本語

・イラスト、Gif、音声、解説付き

・本番を想定した問題構成

学習データ

登録支援機関・人材紹介会社

ニーズの共有

データの提供
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コンテンツ担当

・現場のニーズの把握

・学習者のヒヤリング

・コンテンツの改善など

アプリの開発担当

・アプリ・管理画面の運営

・各種機能の充実化

・現場ニーズの反映

学習データ

特定技能試験の合格！
介護施設への就職！

アプリで自習

厚生省の公式テキストを網羅
したアプリで効率的に自習。
疑問はアプリ内から開発者へ
問い合わせ。



アプリのコンテンツについて

① 介護技能

1）知識：フラッシュカードと練習問題

☆ コンテンツの構成 ※試験本番に合わせ、介護技能は現地語、介護日本語は日本語の問題を採用

② 介護日本語（現地語の解説付き）

1）語彙 と 2）会話・声掛け：フラッシュカード

と練習問題

2）模擬試験練習：本番と同じ問題形式

3）模擬試験練習：意味・状況・読解・ケーススディー1、

ケーススタディー2の5種類の問題

フラッシュカード

・介護技能の学習・復習

・一部イラスト、Gif（動く画像）付き

・覚えた・まだ覚えてないの仕分け機能付き

練習問題

・知識をサクサク確認する二択問題

・問題の出題順は毎回自動シャッフル

模擬試験練習

・四択問題

・厚生省の公式テキストの項目に沿った問題の

出題

・問題の出題順は毎回自動シャッフル

※アプリ内の練習問題・模擬試験練習は、

全問正解するとバッジを獲得。バッジの詳しい仕組み

は4ページを参照。

フラッシュカード

・介護日本語の学習・復習

・表：イラスト、裏：丁寧な解説（日・現）

・日本語の音声

練習問題

・知識をサクサク確認する二択問題

・問題の出題順は毎回自動シャッフル

模擬試験練習

・四択問題

・意味：引かれた線の正しい意味を選択

・状況：文章の状況に適切な回答を選択

・読解：情報を読み、正しい回答を選択

・ケーススタディ1・2：実例を元にした現場を

意識した上級者向けの問題
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アプリの画像サンプル
① 介護技能：知識のフラッシュカード、練習問題、模擬試験練習

② 介護日本語：語彙、会話・声掛けのフラッシュカード、練習問題、模擬試験練習

4©Asia Human Support Center & Japan ICT Learning



※バッジについて：より効果的・効率的に記憶を定着させるため、各問題4回の繰り返し
練習を推進。学習者は全問正解すると、初回「種」、2回目（30分後）「双葉」、3回目
（1日後）「つぼみ」、4回目（1週間後）「桜」を獲得。時間はエビングハウスの忘却
曲線に合わせ自動で設定され、獲得可能なバッジはアプリで表示される。

学習管理画面システムについて

① バッジの獲得と学習時間で学習者の学習状況を把握

アプリの各種問題に全問正解するとバッジを獲得。このバッジを獲得した課、個

数、種類やフラッシュカード・各種問題で費やした時間を一覧表やグラフで表示。

◎ 管理者（法人）は、学習者のアプリに表示されるユーザーコードをPC上で管理画面に登録することで、学習者

の学習状況を確認できます。

② 1つの管理画面で複数の組織・グループなどを一括管理

管理者のニーズに合わせ、1つの管理画面で法人、教育機関、部署など学習者の

所属毎に登録・一括管理が可能。

☆ 管理画面でできること ※日本語・英語・ベトナム語での表示切り替えが可能

③ プッシュ通知 ※管理者から学習者へのみ送信可

管理者から学習者のアプリへメッセージを送信する機能。送信相手、人数、内容

など自由に選択。日本語、英語、ベトナム語のデフォルトメッセージ付き。

④ 学習結果報告書の作成

組織・グループと学習時期を選択し、バッジ獲得数や学習時間などの一覧表を印

刷し、報告書としての活用が可能。
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登録支援機関・人材紹介会社のメリット

① 紹介数の促進：確実な合格者を増やし、介護施設への紹介数を促進

② 授業の補助教材：直前の確認は勿論、授業の補助ツールとして活用

③ 他社との差別化：いつ、どこでも復習・確認ができる試験対策教材として学習者に提供し、

他社と差別化
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アプリ・管理画面システムの料金

アプリのみ（学習者がストアで課金する場合）： 1ヵ月300円、3ヶ月600円

アプリのみ（法人が学習者に代わりアプリ代を契約する場合）： 1ヵ月300円、3ヶ月600円

アプリ＋管理画面（法人が契約する場合）： 980円（買い切り）

アプリのターゲット

「介護技能・介護日本語評価試験」を1、2か月後に受験予定で、既に基本的な学習を一通り終え

ている国内外の外国人学習者

アプリの対応言語

英語・ベトナム語（2021年8月現在）※ご要望に合わせてインドネシア語など順次追加予定



日本語力の向上 & JLPT合格を本気で目指すならこれ！

① HonkiBasic：初級者向け、教科書「みんなの日本語」1～50課に対応、2500語以上収録！

コース：Basic1（1課～25課）：N5相当レベル / Basic2（26課～50課）：N4相当レベル

コンテンツ：語彙・短文・文法のフラッシュカードと練習問題、確認テスト

特徴：語彙力＆時代に合った語彙の収録、イラスト、日本語音声、録音機能、丁寧な解説付き

対応言語：英語・ベトナム語・中国語（1課～50課）、インドネシア語・クメール語・ミャンマー語（1課～25課）、

ラオス語・イタリア語（1課～15課）

☆介護・特定技能アプリの他に、JILが提供する日本語学習アプリ

③ Choukai：①HonkiBasicに対応した会話の基礎となる「聞き取り」と「発話」の練習

特徴：ゆっくり・普通・普通形の3タイプからレベルを選択。音声を聞き、正しい回答を選択。

対応言語：ベトナム語

② 毎日テスト：①HonkiBasicの「まとめテスト」（2課毎）と「10分テスト」（各課）

コンテンツ：語彙、漢字、文法問題

特徴：テストは全てロックがかかり、責任者が学習者にパスワードを提供すると受験が可能。

主に教育現場で学習者の日本語能力や理解度チェックに活用。

対応言語：ベトナム語・中国語 ※法人契約のみ、管理画面とアプリのセットでご利用可能
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④ JLPT：中級者向け、JLPTのN4、N3、N2レベルに対応したアプリ

コンテンツ：各レベルの語彙・漢字・文法のフラッシュカードと練習問題

特徴：語彙数約3400、漢字約1500、文法解説約900項目

対応言語：英語・ベトナム語

※バッジ獲得の仕組みや学習管理画面
システムは介護・特定技能アプリと同様。
1つのシステムで全ての学習状況を管理！

ユーザーレビュー：
GoogleStore 4.9/5.0
AppStore 4.9/5.0
利用者数累計75,000人
以上！(2021年8月）



ご清覧、ありがとうございました。詳細やご不明点

がございましたらば、お気軽にお問合せください。

お問い合わせ先

介護技能・介護日本語のコンテンツ全般

一般社団法人 アジアヒューマンサポートセンター

責任者 門廣 繁幸

Email kadohiro@mug.biglobe.ne.jp

アプリ・学習管理画面などシステム全般

Japan ICT Learning

担当者 高階（たかはし）まりこ

Email takahashi@japanictlearning.com
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